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お願い・ご報告 

 新年度４月の行事は守られ、祝福されました。皆さまのお祈り、ご協力に感謝いたします。 

 英会話を担当する予定だった VA 先生は都合によりできなくなりました。SH 先生が担当しま

す。 

 また、ひまわり（ウクライナ避難民）クラスの授業（クッキング）講師として、KS 先生が担当

します。 

 自転車通学者を対象に自転車安全指導・点検を実施いたしました。自転車走行の際は、くれぐ

れも事故のないよう、安全運転をしてください。 

 防災費用として、年額５００円を副教材費から徴収させていただきます。ヘルメット、防災備

蓄品（乾パン・水等）等の購入のためです。（２０２２年度分を２０２３年５月の副教材費精

算時に請求させていただきます。）ご協力をお願いいたします。 

 トルコ・シリア地震寄附金 37,248 円をハンガーゼロを通してお渡しすることができました。ご

協力に感謝します。 

★全校遠足（よこはま動物園ズーラシア）★小学生から HOPE 生まで皆で楽
しかったね。優実先生のお友達に撮ってもらいました! 

今月のみことば（暗唱聖句） 

「イエスは言われた。『人にはできないことが、神にはできるのです。』」ルカ１８：２７ 

But Jesus said, "The things which are impossible with men are possible with God." 

Luke 18:27 
英語でも覚えましょう。是非ご家庭でもお子さまを励ましてあげてください。 

祈祷課題 
１，神様の豊かな恵みがすべての家族に注がれますように。 
２．スタッフ一人ひとりが主からの知恵と愛をいただき喜びをもって指導にあたることができる

ように。 
３．神が導かれる新しいところに信仰をもって進み、神の御心がなっていきますように。 

★スクールイースター 
あちこち探して 
卵をゲット! 

★祝福の入学・進級式★今年度もよろしくお願いします!  
 

★フェスティバルでは皆で作ったヘッドハンド、缶バッチをプレゼント 

スーパーボールすく
いも担当しました 

小学部はエッグペイントで好きな柄を描きました 
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「愛のギフト」 

 中学部担任 石川優実 

４月 14 日（金）に、よこはま動物園ズーラシアにてスクールの新入生歓迎遠足が行われまし

た。小学１年生から HOPE 生までが縦割り班を組み、グループメンバーそれぞれが見たい動物

を出し合い、みんなでルートを決めて行動しました。下は 6 歳から上は 18 歳まで、身体の大き

さも歩くペースも異なる子どもたちが一緒に行動するのは簡単なことではありませんが、相手

のことを想像して思いやる力が身についたのではないかと思います。 
今回の遠足には、写真係として私の十年来の友人が同行してくれました。彼女はプロのカメ

ラマンを目指しており、とくに動くものを撮影することが好きだそうです。今回の遠足でも、

活発に動き回る子どもたちの生き生きとした表情を撮ってくれました。 
「わたしの目には、あなたは高価で尊い。わたしはあなたを愛している。（イザヤ書 43 章 4

節）」のみことばの通り、スクールは神様の愛に基づいた教育を大切にしています。スクールの

子どもたちと接する中で、彼女もスクールに流れる愛に気づいたのか、遠足が終わったあと「ス

クールの人たちは、神様の愛を一人でも多くの相手に広げようとしているんだね」と言ってく

れました。クリスチャンではない彼女に、スクールを通して神様の愛が伝わったことがとても

嬉しく、胸が熱くなりました。 
以前、スクールのとある先生が「神様の愛は LINE ギフトに似ている」と言っていたことが

あります。LINE ギフトは、相手に直接会えなくても LINE の連絡先さえ知っていればプレゼ

ントを贈ることができるので、とても便利なサービスです。しかし、お金を払って誰かに LINE
ギフトを送っても、相手がそれを受け取る手続きをしない限り、相手にプレゼントが届くこと

はありません。それと同じように、神様は大事なひとり子であるイエス様を十字架につけてま

で、私たち人間に愛を届けてくださいました。しかし、人間がその愛を受け取ろうとしない限

り、神様の愛に気づかないまま一生を過ごしてしまうのです。 
LINEギフトは一度受け取ればおしまいですが、神様の愛は永遠に変わらず注がれ続けます。

その上、LINE ギフトは有効期限を過ぎると二度と受け取れませんが、神様の愛は気づきさえ

すればいつでも受け取れるのです！ これを受け取らない手はありません。 
「承認欲求」という言葉があるように、現代社会には「誰かに愛されたい、認められたい」と

渇望する人が多くいます。しかし人間の愛は条件付きです。「見た目が整っているから」愛す

る、「才能があるから」愛する、「自分によくしてくれるから」愛する……そのような「愛」を

追い求めても、自分の足りないところが見えてくるばかりで、決して満たされることはありま

せん。真に人間の心を満たせるのは、神様の無条件の愛しかないのです。 
スクールを通して、一人でも多くの人に神様の愛が届きますように。そして既に神様の愛を

受け取っている子どもたちが、一人でも多くの人に神様の愛を伝えられますように。 
神はそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちにいのちを得させてくださいました。

それによって神の愛が私たちに示されたのです。私たちが神を愛したのではなく、神が私たち

を愛し、私たちの罪のために、宥めのささげ物としての御子を遣わされました。ここに愛があ

るのです。愛する者たち。神がこれほどまでに私たちを愛してくださったのなら、私たちもま

た、互いに愛し合うべきです。   ヨハネの手紙第一 4 章 9～11 節  



５月のカレンダー 
日 月 火 水 

 1 日 特別休校 
 

2 日 
学部別交流行事 
 

3 日 憲法記念日 
 

7 日 

 

S さん誕生日 

8 日 

 

9 日 
 
O 先生誕生日 

10 日 
合同礼拝（1 限） 
E さん誕生日 

14 日 

 
 
 
 
T さん誕生日 

15 日 

 

16 日 

 

 

17 日  

小学部・中高 HOPE 礼拝（1 限） 
理科特別授業（2 限、4 限） 
※3限に 4限の授業を実施 

小学部授業参観（6 限） 
小学部保護者懇談会（7 限） 

21 日 22 日 23 日 

 

24 日 
小学部・中高 HOPE 礼拝（1 限） 
A 先生誕生日 

28 日 
 
O さん誕生日 

29 日 30 日 31 日 

合同礼拝（1 限） 

 

 
・１日（月）は、特別休校です。（４月の土曜日行事（奉仕）が重なったので、特別に休校にします。） 

・２日（火）は、学部別新入生歓迎行事です。スケジュールや内容等、詳細については、各学部よ

り連絡しますので確認をお願いします。 

・１７日（水）、奉仕総合の時間（２限と４限）に２つのグループ（小学部と中高 HOPE）に分け

て理科特別授業（チョウの幼虫などの観察）を行います。なお、３限に４限の授業を行います。 

・１７日（水）、小学部授業参観（６限 １４時０５分～１４時４５分）、保護者懇談会（７限  

１４時５５分～１５時３５分）を行います。小学部の保護者の皆さまはご参加ください。 

・２５日（木）、尿検査①、６月１４日（水）、尿検査②を実施します。朝 9 時までに忘れずに提

出してください。（できるだけ２５日（木）に提出するようにしましょう。） 

・２７日（土）１０時～１３時、保護者会を行います。野外（スクール裏山：雨天時はクリスタル

チャペル）でラップサンドを作り、親睦を深めます。会費はお一人１０００円です。詳細は後日

お知らせします。皆さんお集まりください。なお、今年度の保護者会は、今回を含め、７月２２

日（土）、１０月２１日（土）、１月または２月土曜日の４回を予定しています。都合をつけてご

参加くださるよう、ご協力をお願いします。 

・５月連休明け、発育測定（身長・体重測定、視力検査）を行います。 

・５月中に避難訓練を行います。 

・保護者・スタッフ向けバイブルタイムを行っています。子ども達が日々恵みをいただいている聖

書の言葉をご一緒に読んでいきましょう。初めての方も大歓迎です。１１日（木）、１８（木）、

２５（木）の１３時１５分～場所はエスペランサの小屋で行います。鈴木までお問い合わせくだ

さい。  

 
木 金 土 

4 日 みどりの日 5 日 こどもの日 
 

6 日 
 
O 先生誕生日 

11 日 

 
保護者、スタッフ向けバイブルタイム 

12 日 

委員会活動(6 限) 

13 日 

 

 

18 日 
 
 
 
 
保護者、スタッフ向けバイブルタイム 

19 日 

クラブ活動(6 限) 

20 日 

25 日 
検尿① 
保護者、スタッフ向けバイブルタイム 

26 日 

クラブ活動(6 限) 

 

27 日 
保護者会（10時～13時 スクール裏山） 

 
 
 

  

 

note                    


